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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第92期
第３四半期
連結累計期間

第93期
第３四半期
連結累計期間

第92期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (百万円) 100,901 116,744 134,636

経常利益 (百万円) 7,308 10,221 10,217

四半期(当期)純利益 (百万円) 4,859 6,506 6,604

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) △6,631 △1,982 △8,139

純資産額 (百万円) 186,868 180,716 185,104

総資産額 (百万円) 232,518 225,649 230,388

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 70.73 95.66 96.31

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ─ ― ―

自己資本比率 (％) 76.8 76.3 76.6

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 3,319 3,202 8,509

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △12,430 △9,953 △34,415

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △2,654 1,885 △3,632

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 71,955 45,417 53,372

　

回次
第92期
第３四半期
連結会計期間

第93期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益 (円) 25.90 30.50

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

４．第92期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準委員会  平成22年６月30日　企業会計基準第25号)を適用し、遡及処理しております。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている

事業の内容に重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、追加した事業等のリスクは以下のとおりであります。

なお、文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び

連結子会社）が判断したものであります。

　

電力リスク

当社グループはグローバルに事業を展開する電炉メーカーであり、大量の電力を使用する当社グルー

プにとって、大幅な電力単価の引上げや電力使用制限があれば、当社の業績に悪影響を及ぼす可能性があ

ります。

　

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスク（海外進出に潜在するリスク、為替レー

トの変動、製品販売価格とスクラップ価格の変動）について重要な変更はありません。

なお、重要事象等は存在しておりません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1)業績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社グループの経営環境は、第２四半期連結累計期間以降も大

きな変化はなく、各連結子会社、持分法適用関連会社それぞれの所在国において依然として鋼材需要

の盛り上がりに欠ける状況が続いており、また主原料であるスクラップ価格も方向感のない値動きで

推移いたしました。

　日本におきましては、需要の低迷が続いておりますが、細やかな顧客対応により受注の確保に努めて

おります。

　連結子会社を有する韓国、タイ国、また持分法適用関連会社を有する米国におきましては、いずれも

2011年１月～９月の業績が当第３四半期連結累計期間に反映されます。韓国におきましては、営業損

失を計上しておりますが、タイ国および持分法適用関連会社を有する米国におきましては、需要の強

さは感じられないものの、一定の収益を確保しております。

　

以上の結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は、116,744百万円と前第３四半期連結累計期間と

比べ15,842百万円（15.7％）の増収となりました。利益については、営業利益は3,560百万円と前第３

四半期連結累計期間と比べ1,808百万円（103.2％）の増益、経常利益は10,221百万円と前第３四半期

連結累計期間と比べ2,912百万円（39.9％）の増益、四半期純利益は前第３四半期連結累計期間と比

べ1,647百万円（33.9％）の増益の6,506百万円となりました。
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セグメントの業績は、次のとおりです。

鉄鋼事業（日本）

前第３四半期連結累計期間と比べ販売数量が増加し、販売単価も上昇したため、当事業の売上高は

28,633百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ4,925百万円（20.8％）の増収、セグメント利益（営

業利益）は1,241百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ896百万円（260.1％）の増益となりまし

た。

　

鉄鋼事業（韓国）

建設景気の悪化による実需不足から厳しい状況が続いており、販売数量の減少およびウォン安

の影響もあり、当事業の売上高は35,405百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ213百万円（△

0.6％）の減収、セグメント損失（営業損失）が192百万円（前第３四半期連結累計期間はセグメ

ント利益（営業利益）173百万円）となりました。

　

鉄鋼事業（タイ国）

需要の改善及び前連結会計年度から操業開始致しました第２工場が順調に稼働したこと等により、

販売数量が大幅に増加し、販売単価も上昇したため、当事業の売上高は45,099百万円と前第３四半期連

結累計期間と比べ10,953百万円（32.1％）の増収、セグメント利益（営業利益）は2,688百万円と前第

３四半期連結累計期間と比べ1,378百万円（105.2％）の増益となりました。

　

軌道用品事業

組立分岐器は減少したものの、レール単体加工等の販売により一定の収益を確保し、当事業の売上高

は3,189百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ14百万円（0.5％）の増収、セグメント利益（営業

利益）は255百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ35百万円（△12.2％）の減益となりました。

　

重工加工品事業

造船所からの受注状況は厳しさを増しており、一定の受注量を確保したものの、値下げ要求は強く、

減益を余儀なくされています。当事業の売上高は4,194百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ152

百万円（3.8％）の増収、セグメント利益（営業利益）は307百万円と前第３四半期連結累計期間と比

べ129百万円（△29.7％）の減益となりました。

　

その他

その他の売上高につきましては、221百万円と前第３四半期連結累計期間と比べ９百万円（4.2％）

の増収、セグメント利益（営業利益）は39百万円（前第３四半期連結累計期間はセグメント損失（営

業損失）23百万円）となりました。

　

(2)財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、為替変動の影響で在外子会社の資産が減少したこ

と等により、前連結会計年度末に比べ4,738百万円減少の225,649百万円となりました。

負債につきましては、短期借入金は増加したものの、主に流動負債のその他に含まれている未払金

の減少等により、前連結会計年度末に比べ350百万円減少の44,932百万円となりました。

また、純資産につきましては、四半期純利益の増加、配当金の支払による減少の他、その他の包括利

益累計額が減少したこと等により、前連結会計年度末に比べ4,388百万円減少の180,716百万円となり

ました。

　

(3)キャッシュ・フローの状況
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当第３四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、営業活動に

よるキャッシュ・フローが3,202百万円増加し、投資活動によるキャッシュ・フローでは9,953百万円

減少し、財務活動によるキャッシュ・フローは1,885百万円増加しました。これに資金に係る換算差額

の減少3,088百万円を加えた結果、前連結会計年度末に比べ7,954百万円減少し、当第３四半期連結累

計期間末の資金残高は45,417百万円となりました。

　

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において、営業活動による資金の増加は3,202百万円であり、前第３四半

期連結累計期間に比べ116百万円（△3.5％）減少しました。これは、税金等調整前四半期純利益が

9,804百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ2,474百万円（33.8％）増加したものの、売上債権の

増加額が△4,704百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ4,101百万円（680.0％）増加したことに

よります。

　

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において、投資活動による資金の減少は9,953百万円であり、前第３四半

期連結累計期間に比べ2,477百万円（△19.9％）減少しました。減少の主な原因は、定期預金の払戻に

よる収入が18,785百万円と前第３四半期連結累計期間に比べ16,314百万円（660.2％）増加したこと

によります。

　

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結累計期間において、財務活動による資金の増加は1,885百万円でありました。（前

第３四半期連結累計期間は2,654百万円の減少）。増加の主な原因は、借入金の純増減額が4,230百万円

と前第３四半期連結累計期間に比べ4,005百万円（1,773.8％）増加したことによります。

　

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な

変更及び新たに生じた課題はありません。

　

(5)研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は68百万円であります。

　

(6)生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、鉄鋼事業（タイ国）の生産、受注及び販売の実績が著しく増

加しております。これは、前連結会計年度から操業開始致しました第２工場が順調に稼働したことに

加え、販売も堅調に推移したことによるもので、生産高は前第３四半期連結累計期間に比べ8,119百万

円（22.2％）増加の44,659百万円、受注高は前第３四半期連結累計期間に比べ10,391百万円

（29.4％）増加の45,695百万円、受注残高は前第３四半期連結累計期間末に比べ1,013百万円

（20.2％）増加の6,041百万円となっております。なお、販売の実績については、「(1)業績の状況」に

記載のとおりであります。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 171,257,770

計 171,257,770

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 70,040,000 70,040,000

東京証券取引所
（市場第一部）
大阪証券取引所
（市場第一部）

単元株式数は
100株であります。

計 70,040,000 70,040,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成23年12月31日 ― 70,040― 7,996 ― ―

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日（平成23年９月30日）に基づく株主名簿により記載し

ております。

① 【発行済株式】

平成23年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

(自己保有株式)
普通株式

240,000
― ―

(相互保有株式)
普通株式

3,001,000
― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式

66,767,200
667,672 ―

単元未満株式
普通株式

31,800
― 一単元（100株）未満の株式

発行済株式総数 70,040,000― ―

総株主の議決権 ― 667,672 ―

(注)  「単元未満株式」欄には、当社所有の自己保有株式が56株含まれております。

　

② 【自己株式等】

平成23年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

大和工業株式会社
兵庫県姫路市大津区吉美
380番地

240,000― 240,000 0.34

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

大和商事株式会社
兵庫県姫路市大津区吉美
380番地

3,000,000― 3,000,000 4.28

(相互保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社吉美
兵庫県姫路市大津区吉美
209―２

1,000 ― 1,000 0.00

計 ― 3,241,000― 3,241,000 4.63

　

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第３項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成し

ております。

　
２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、あらた監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 71,111 49,611

受取手形及び売掛金 23,684 ※４
 27,357

有価証券 0 800

商品及び製品 10,502 12,028

仕掛品 476 464

原材料及び貯蔵品 14,241 15,014

その他 1,551 1,489

貸倒引当金 △14 △16

流動資産合計 121,553 106,748

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 15,354 13,870

機械装置及び運搬具（純額） 29,873 25,634

土地 13,472 12,703

建設仮勘定 349 1,048

その他（純額） 256 211

有形固定資産合計 59,306 53,467

無形固定資産

のれん 3,057 2,787

その他 382 325

無形固定資産合計 3,439 3,113

投資その他の資産

投資有価証券 ※１
 21,131

※１
 37,767

出資金 ※１
 22,525

※１
 22,125

その他 2,555 2,551

貸倒引当金 △124 △124

投資その他の資産合計 46,088 62,319

固定資産合計 108,834 118,900

資産合計 230,388 225,649
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 12,582 ※４
 13,613

短期借入金 796 5,011

関係会社短期借入金 － 450

未払法人税等 546 406

賞与引当金 390 391

その他 8,729 ※４
 6,346

流動負債合計 23,045 26,220

固定負債

長期借入金 9,274 7,595

繰延税金負債 9,244 7,652

退職給付引当金 1,929 1,914

役員退職慰労引当金 1,238 1,185

その他 551 363

固定負債合計 22,237 18,711

負債合計 45,283 44,932

純資産の部

株主資本

資本金 7,996 7,996

利益剰余金 212,125 216,625

自己株式 △918 △1,315

株主資本合計 219,204 223,307

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 1,917 1,431

為替換算調整勘定 △44,558 △52,459

その他の包括利益累計額合計 △42,640 △51,027

少数株主持分 8,541 8,437

純資産合計 185,104 180,716

負債純資産合計 230,388 225,649
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 100,901 116,744

売上原価 91,933 104,971

売上総利益 8,967 11,772

販売費及び一般管理費

荷造運搬費 3,280 3,707

給料及び手当 931 954

賞与引当金繰入額 80 127

退職給付引当金繰入額 113 72

役員退職慰労引当金繰入額 83 95

その他 2,726 3,254

販売費及び一般管理費合計 7,216 8,212

営業利益 1,751 3,560

営業外収益

受取利息 268 254

受取配当金 192 212

持分法による投資利益 5,572 6,239

デリバティブ評価益 412 693

その他 918 330

営業外収益合計 7,363 7,730

営業外費用

支払利息 602 530

為替差損 － 393

デリバティブ評価損 1,168 105

その他 35 38

営業外費用合計 1,806 1,068

経常利益 7,308 10,221

特別利益

固定資産売却益 － 6

投資有価証券売却益 142 －

匿名組合清算益 102 －

特別利益合計 244 6

特別損失

固定資産売却損 － 1

固定資産除却損 39 11

投資有価証券評価損 99 365

貸倒引当金繰入額 63 45

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 21 －

特別損失合計 224 424

税金等調整前四半期純利益 7,329 9,804

法人税、住民税及び事業税 2,746 3,219

法人税等調整額 △347 △644

法人税等合計 2,399 2,575

少数株主損益調整前四半期純利益 4,930 7,228

少数株主利益 70 722

四半期純利益 4,859 6,506
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 4,930 7,228

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △382 △488

為替換算調整勘定 △11,179 △8,723

その他の包括利益合計 △11,561 △9,211

四半期包括利益 △6,631 △1,982

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △6,670 △1,880

少数株主に係る四半期包括利益 39 △102
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 7,329 9,804

減価償却費 4,246 3,990

受取利息及び受取配当金 △460 △466

支払利息 602 530

為替差損益（△は益） △806 190

持分法による投資損益（△は益） △5,572 △6,239

投資有価証券売却損益（△は益） △142 －

投資有価証券評価損益（△は益） 99 365

デリバティブ評価損益（△は益） 755 △587

売上債権の増減額（△は増加） △603 △4,704

たな卸資産の増減額（△は増加） △5,389 △4,160

仕入債務の増減額（△は減少） △439 1,947

その他 369 273

小計 △10 942

利息及び配当金の受取額 4,711 5,704

利息の支払額 △345 △398

法人税等の支払額 △2,873 △3,045

法人税等の還付額 1,837 －

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,319 3,202

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △2,875 △6,879

定期預金の払戻による収入 2,471 18,785

有形固定資産の取得による支出 △2,866 △4,021

投資有価証券の取得による支出 △1 △1

投資有価証券の売却による収入 833 －

関係会社株式の取得による支出 △9,972 △17,833

その他 △20 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △12,430 △9,953

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 350 4,618

長期借入金の返済による支出 △124 △387

自己株式の取得による支出 △592 △397

配当金の支払額 △2,283 △1,936

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △2 △10

財務活動によるキャッシュ・フロー △2,654 1,885

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6,957 △3,088

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △18,722 △7,954

現金及び現金同等物の期首残高 90,677 53,372

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 71,955

※
 45,417
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日　至　平成23年12月31日)

　税金費用の計算

一部の子会社を除き、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見

積もり、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

　

【追加情報】

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及

び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準委員会　平成21年12月４日　企業会計基準第24号）及び「会計

上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準委員会　平成21年12月４日　企業会計基

準適用指針第24号）を適用しております。

 
(法人税率の変更等による影響)

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年

法律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別

措置法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計

年度から法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産

及び繰延税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の40.63％から、平成24年４月１日に開始する連結会計

年度から平成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については37.96％に、平成27

年４月１日に開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.59％となります。この税率

の変更により、繰延税金負債の金額（繰延税金資産の金額を控除した金額）は304百万円減少し、法人税等調整

額は198百万円減少しております。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

　 　
※１  非連結子会社及び関連会社に対する主なものは次

のとおりであります。

投資有価証券(株式) 14,139百万円

出資金 22,520百万円

※１　非連結子会社及び関連会社に対する主なものは次

のとおりであります。

投資有価証券(株式) 31,968百万円

出資金 22,120百万円

　 　
　２　特定融資枠契約

当社は、将来の資金需要に対して安定的、機動的か

つ効率的な資金調達を可能にするため金融機関３社

と特定融資枠契約を締結しております。

特定融資枠契約の総額 20,000百万円

借入実行残高 ─百万円

差引額 20,000百万円

　２　特定融資枠契約

当社は、将来の資金需要に対して安定的、機動的

かつ効率的な資金調達を可能にするため金融機関３

社と特定融資枠契約を締結しております。

特定融資枠契約の総額 20,000百万円

借入実行残高 ―百万円

差引額 20,000百万円
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前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

 
３　偶発債務

保証先 金額 内容

ユナイテッド・ス
チールカンパニー
（“サルブ”）
BSC(c)（関連会社で
持分法非適用会社）

27,625百万円

生産工場の工事契

約に関する債務保

証等

（※設備代金の支

払いに伴い減少致

します。）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

―――――
 

 
３　偶発債務

保証先 金額 内容

ユナイテッド・ス
チールカンパニー
（“スルブ”）
BSC(c)（関連会社で
持分法非適用会社）

15,870百万円

生産工場の工事契

約に関する債務保

証等

（※設備代金の支

払いに伴い減少致

します。）

ユナイテッド・スル
ブカンパニー（“サ
ウジスルブ”）
LLC(関連会社で持分
法非適用会社）

761百万円

金融機関からの借

入金に対する債務

保証

 
 

なお、中東合弁会社に含まれる“Sulb”はこれまで
日本語表記で「サルブ」としておりましたが、この度
より「スルブ」に変更しております。

 
※４　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理に　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ついては、手形交換日をもっ
て決済処理しておりま　　　　　　　　　　す。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関

の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日

満期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれて

おります。

　　　　受取手形　　　　　　　　　　　　　０百万円

　　　　支払手形　　　　　　　　　　　　　９百万円

　　　　設備関係支払手形　　　　　　　　　３百万円

 
　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第３四半期連結累計期間 
(自　平成22年４月１日 
　至　平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日 
  至　平成23年12月31日)

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 71,070百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △1,414百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限のあ

る短期投資（有価証券） 2,300百万円

現金及び現金同等物 71,955百万円

 

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 49,611百万円

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △4,993百万円

取得日から３ヶ月以内に償還期限のあ

る短期投資（有価証券） 800百万円

現金及び現金同等物 45,417百万円
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(株主資本等関係)

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,346 20平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 1,005 15平成22年９月30日 平成22年12月10日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　　　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 1,004 15平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年10月28日
取締役会

普通株式 1,001 15平成23年９月30日 平成23年12月９日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

　該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント      　 
その他
（注)１
 

合計
調整額
（注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

鉄鋼事業
（日本）

鉄鋼事業
（韓国）

鉄鋼事業
（タイ国）

軌道用品
事業

重工加工
品事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客へ
の売上高

23,70835,61834,1453,1744,041100,688212100,901― 100,901

(2) セグメント
間の内部売上高
又は振替高

1,868 ― ― ― ― 1,868 ― 1,868△1,868 ―

計 25,57635,61834,1453,1744,041102,557212102,769△1,868100,901

セグメント利益
又はセグメント
損失(△)

344 173 1,310291 437 2,557△23 2,534△782 1,751

（注） １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、医療廃棄物処理、不動産事業等

を含んでおります。
　

　２　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△782百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　

３　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（単位：百万円）

　

報告セグメント      　 
その他
（注)１
 

合計
調整額
（注)２

四半期
連結損益
計算書
計上額
(注)３

鉄鋼事業
（日本）

鉄鋼事業
（韓国）

鉄鋼事業
（タイ国）

軌道用品
事業

重工加工
品事業

計

売上高 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客へ
の売上高

28,63335,40545,0993,1894,194116,522221116,744― 116,744

(2) セグメント
間の内部売上高
又は振替高

2,086 ― ― ― ― 2,086 ― 2,086△2,086 ―

計 30,71935,40545,0993,1894,194118,608221118,830△2,086116,744

セグメント利益
又はセグメント
損失（△）

1,241△192 2,688255 307 4,300 39 4,340△780 3,560

（注） １　「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、運送、医療廃棄物処理、不動産事業等

を含んでおります。
　

　２　セグメント利益又はセグメント損失（△）の調整額には、各報告セグメントに配分していない全社費用

△780百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。
　

　３　セグメント利益又はセグメント損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(企業結合等関係)

該当事項はありません。　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

   １株当たり四半期純利益 70円73銭 95円66銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益(百万円) 4,859 6,506

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益(百万円) 4,859 6,506

    普通株式の期中平均株式数(千株) 68,712 68,020

　(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　
(重要な後発事象)

該当事項はありません。　

　

２ 【その他】

第93期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年10月28日開催の

取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配当を行

うことを決議し、配当を行っております。

①　配当金の総額 1,046百万円

②　１株当たりの金額　 15円00銭

③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日 　平成23年12月９日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月８日

大　和　工　業　株　式　会　社

取　締　役　会  御中

　

あらた監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    萩　　森　　正　　彦    印

　
指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    木　　内　　仁　　志    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている大和
工業株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、大和工業株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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